
 

 

 

 

 

 

 

 

文京区立さしがや保育園アスベスト健康対策等専門委員会 

第34回議事録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文京区男女協働子育て支援部保育課 
 

 

 



1 

 

第34回 文京区立さしがや保育園アスベスト健康対策等専門委員会 

会議次第 

 

 

日時：平成27年７月６日（月） 18:59～19:37 

場所：サークル室（シビックセンター12階） 

 

 

１ 幹事の変更について 

 

２ （仮称）親子ワールドカフェの概要について 

 

３ 読影部会及び健康リスク相談・心理相談の開催について 

 

４ その他 
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○岡委員長 それでは「文京区立さしがや保育園アスベスト健康対策等専門委員会」、今

年度の第１回目の委員会を開催させていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 今日の最も大きなテーマは、会議次第の２番、親子ワールドカフェ、この名前はいずれ

また御討議をいただきますけれども、そのことになると思います。 

 では、最初に委員の出席状況と配付資料について、事務局から御説明をお願いいたしま

す。 

○新名保育課長 保育課長の新名と申します。今年度もよろしくお願いいたします。 

 初めに、委員の出席状況ですけれども、委員につきましては、塩見委員、東委員、名取

委員につきましては欠席ということで御連絡いただいております。区側の幹事等につきま

しては、全員出席という状況でございます。 

 続きまして、配付資料の確認をお願いいたします。まず、本日の会議次第。資料第１号

が専門委員会の委員名簿、資料第１－２号が区側の幹事等の名簿でございます。資料第２

号が（仮称）親子ワールドカフェの概要（案）について、それに伴うアンケートが別紙と

いう形でついております。資料第３号が今後の予定でございます。 

 不足等はございませんでしょうか。事務局からは以上です。 

○岡委員長 ありがとうございました。それでは、この次第に従って進めてまいります。

１番目、幹事の変更ということでございます。事務局から御説明を頂戴します。 

○新名保育課長 まず、資料第１号をご覧いただきまして、こちらは専門委員会の委員名

簿になりますけれども、専門委員、保護者委員につきまして、昨年度から変更なしでござ

います。 

 続いて、資料第１－２号につきましては、こちらは区の幹事名簿になりますけれども、

職員の人事異動等によりまして、幹事等の変更がありましたので、御紹介させていただき

ます。まず、幹事ですけれども、林男女協働子育て支援部長でございます。 

○林男女協働子育て支援部長 林でございます。よろしくお願いいたします。 

○新名保育課長 続きまして、田中施設管理部長でございます。 

○田中施設管理部長 こんばんは。田中です。よろしくお願いいたします。 

○新名保育課長 その他の関係課長ということで、柳下環境政策課長でございます。 

○柳下環境政策課長 柳下でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○新名保育課長 澤井施設管理課長でございます。 

○澤井施設管理課長 澤井でございます。よろしくお願いいたします。 

○新名保育課長 あと、事務局が保育課保育係足立でございます。 

○事務局 よろしくお願いいたします。 

○新名保育課長 以上でございます。 

○岡委員長 どうもありがとうございました。それでは、２番目です。親子ワールドカフ

ェ、これは仮称でございますけれども、資料がございますので、ご覧いただきたいと思い

ます。 
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 これにつきましては、今井委員と今井委員の御子息にもおいでいただいて、熱心にこの

案を作ってくださったということでございます。まず、事務局から御説明をいただいて、

それから議論を進めてまいりたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○新名保育課長 それでは、資料に基づきまして、内容の説明をさせていただきますけれ

ども、本日は、この内容について細かい部分は結構ですが、概ねの方向性だけ、決定させ

ていただいて、今後周知という形にしたいと思っております。 

 まず、資料第２号をご覧ください。最初の実施目的でございますけれども、こちらにつ

きましては、前回の専門委員会でもお話をいただきましたが、保護者だけではなくて、当

事者である子供たちもこのアスベストの内容について理解をして、親子で交流を深めてい

ただく場にするというものです。矢印の下にありますけれども、あまり堅苦しくない雰囲

気の中で、お菓子ですとかお茶を飲みながら、自由に対話できる場にしたいと考えており

ます。その中で専門委員の方々にも話に加わっていただくという形で、基本的には出席を

とらないで自由参加という形で、場合によっては親御さんだけ、お子さんだけの参加も可

とするという内容になっております。 前回、参考までに本イベントへの参加の希望状況

をとったところ、20名前後は参加していただけると考えております。 

 続きまして、概要ですけれども、名称は今井委員と御子息に色々とアドバイスいただき

ました。名称については、ワールドカフェというのは余り一般的ではないだろうというこ

とで、そこに書いてあるような形で「親子ミーティング」とした方が親しみがあるだろう

ということになりました。実施の日時については、本年８月22日の土曜日の17時から１時

間程度ということで考えております。場所につきましては、シビックセンター４階のシル

バーホールとしております。 

 あと、出席予定の委員等でございますけれども、基本的にはこちらに書いてある専門委

員の皆様、それと保護者代表ということで、お二人に加わっていただきたいと考えており

ますけれども、先ほど申し上げたとおり、参加が20名程度ということなので、余り専門委

員の皆様が多過ぎてしまうと、ちょっと話がしづらい雰囲気になってしまいますので、こ

この部分は調整が必要かと思います。あとは幹事等ということで、我々事務局が入ります。 

 裏面をご覧いただきまして、当日の流れですけれども、まず、会場の配置図、そちらに

あるような形で基本的には椅子は用意しないで周りのほうに椅子を用意して、立って会話

するという形で考えております。 

 あと、お茶、お菓子などをご用意して、できるだけリラックスした雰囲気で進めていき

たいと考えています。 

 多分、お子さん同士の間では本当に十何年ぶりに会うという方もいると思うので、でき

れば同窓会のような雰囲気が作れればいいかなと思っています。 

 あと、できるだけリラックスした雰囲気でということなので、クラシック音楽等をかけ

てということで考えております。 

 当日、冒頭に区側の方から挨拶と、委員の御紹介という形で行って、その後、さしがや
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のアスベストについての概要ということで15分程度、こちらについては専門委員の先生か

ら御説明をお願いしたいと思っています。 

 後半が自由歓談という形で、30分程度になりますけれども、基本的には席は指定しない

という形で行いたいと思っています。 

 せっかく専門委員の皆様に御参加いただきますので、それぞれのテーブルの中に入って

いただいて、それぞれのテーブルの会話をリードしていただくような形でお願いしたいと

と思っています。 

 あと、最後の「今後の流れについて」ということで、この間行っている取り組み等につ

いてお話をするのと同時に、別紙でお付けしておりますが、アンケートを今回御用意いた

しましたので、ご回答をお願いしたいと考えております。今回の親子ミーティングについ

てや、また、できれば今後はこのミーティングの運営に当たって、区、専門委員会だけで

はなくて、実際に保護者なりお子さんに委員として加わってほしいという思いがあります

ので、問いの６番のところで実行委員会を設置した場合に委員として参加する意向がある

かどうかということもあわせて確認したいと思っています。私からは以上です。 

○岡委員長 ありがとうございました。ただいまの御説明に何か御質問等ございますか。 

 特になければ、少し決めておきたいことを先にしてしまいたいと思います。今のところ

では20名ぐらいの方の御参加予定ということですから、結構な数がおいでになられるとい

うことだと思います。 

 まず、２の（１）の名称ですけれども、当初は親子ワールドカフェという名前を提案し

てくださったわけですけれども、ちょっとこれはかたいかなということでございましたの

で、今のところの仮の提案は「さしがや保育園アスベスト親子ミーティング」ということ

です。 

 どちらも決して悪くないなと思いますけれども、御意見があれば承って、あるいはほか

に、こんなのもあるぞというものがあれば、お教えいただければと思います。 

○今井委員 まだ、高校生、大学生だとワールドカフェというものが浸透していないのか

なというところで、息子は内容がよくわからないかもという話をしていたように思います。 

○岡委員長 そうしたら、親子ミーティングでまいりましょうか。特に問題はないと思い

ますし、内容をよく説明していると思います。それでは、この件はそのようにいたしたい

と思います。 

 それから、日時、場所はこれでいいと。４番になりますけれども、現在のところ、委員

はほとんど全員出られるということですけれども、20人ぐらいの御出席に対して、これは

ちょっと多いかなという感想もあったようです。 

 その点、いかがでしょうか。特にありませんでしょうか。 

 あえて感想めいたことを申しますと、近くの方で都合のつく方ということでよろしいの

ではないかと思います。 

 それから、これは後の２ページの中ほどのアスベストについて概要を説明するというと
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ころに関わりますけれども、アスベストとはどんなものか、さしがや保育園のアスベスト

問題とはどういったものだったのかということと、もう一つ、アスベストを吸ってしまっ

たとすると、将来どんなことが想定されるのかという３つを説明することになっておりま

すので、これを３人ぐらいで分担するとにすると最低３人は必要かなというぐらいの想定

はしております。 

 また、これも私の感想程度のことでありますので、御意見をいただきますけれども、水

流先生には、カウンセリング、健康リスク相談を別途していただくということが決まって

おりますので、水流委員にはそちらをお願いするということでもいいかなと思っておりま

す。 

○水流委員 こういう場では心理的なことも御相談にはなりにくいと思うのですね。 

○岡委員長 この場では、難しいですね。 

○水流委員 ですから、また別の機会でよろしくお願いいたします。 

○岡委員長 ありがとうございます。それでは名取先生、塩見先生、永倉先生のお３人と

私とが専門委員として出席して、保護者委員としてお２人の方にお加わりいただくという

ところかと思いますが、いかがでしょうか。 

 

（委員首肯） 

 

○岡委員長 それでよろしければ、その方向でまいりたいと思います。 

 ２ページ目に入りまして、実際の進行ですけれども、これは始まってしまえば、むしろ

顔を合わせてざっくばらんにいろいろな感想を述べ合うということが大事なことではない

かとも思いますので、スタートして、先ほど申し上げた３点ぐらいを簡単に御説明申し上

げて、あとは自由にしていただくのがいいということになるだろうと思います。 

 そういうことに配慮して、椅子も設けないで立って自由に動き回ってということである

ように伺っております。 

○永倉委員 質問があるのですが、この図面だと左のほうにスクリーンとなっていますが、

何かプロジェクターで映し込みながらみたいなこともできるということですか。 

○事務局 冒頭の御説明をいただく際に、お使いいただく場合にはこういった配置もでき

るということでお示ししておりますけれども、これは必須ではございません。 

○永倉委員 では、打ち合わせの中でそういうことができればという感じですね。 

○事務局 はい。 

○岡委員長 ありがとうございました。進行はここに書いてあるようなことでよろしいよ

うに思います。ここで決めておかなければならないとも思いませんけれども、アスベスト

とは何かということを御説明いただく方と、さしがや保育園でどんなことが起こってしま

ったのかということの御説明と、アスベストを吸ったことによる健康被害の想定される内

容はいずれも簡単な説明でいいのではないかと思います。 



6 

 

 先ほど御説明をいただいたときに、文京区がつくったパンフレットがあるということで

したので、それを御説明する。１つはそういう考えがございます。 

 どういたしましょうか。皆さん御専門でいらっしゃいますので、どなたが説明をしてく

ださってもいいだろうとは思いますが、誰が何を説明するかは今決めておいたほうがよろ

しいですか。 

○新名保育課長 そこは別途でも構いません。 

○岡委員長 そうしましたら、事務局と私とで相談をして、お願いするということでよろ

しいですか。 

 

（委員首肯） 

 

○岡委員長 ありがとうございます。次は、２ページの一番最後、自由歓談のところです

けれども、１行目、参加者には席を指定せず、テーブルについていただくというイメージ

だと思いますが、そこに専門委員がお１人ぐらい入っていただいて、質問に答えるという

ことができるといいなと事務局は考えております。それでよろしいでしょうか。今井さん、

何か全体を通してご意見ありますか。 

○今井委員 どうなるのかよくわからないねという話をしながら、やってみてかなという

ところもかなりあると思います。どういうメンバーが来て何を聞きたいかも私たちにもよ

くわかっていないですし、息子はこんなことを聞きたいとかその場で言っていたのですけ

れども、あくまで彼の意見ですし、それはそういう意見を集める会であってもいいかなと

いう話もしました。アンケートみたいなものをとってもらったほうがいいですよねという

ことでお願いをしましたし、本当は本人たちが企画をやってもらったらいいということも

あったので、最後に実行委員を募集してみたらどうですかという話もさせていただきまし

た。詳しいことが聞きたいという子たちが多いのであれば、それは後日講演会みたいな形

に近くなってもやってほしいと思っている人たちが多いのなら、そういうことをやってい

ただきたいですし、まずは久々に顔を見合わせて、こんなことを知りたいとか、どう思う

とかというのをざっくばらんに話せる機会が最初かなと思っております。 

○岡委員長 そこで今お話のあったような御要望というものが出れば、次につなげていく

ことになりますので、とにかくやることが大事かと思います。そうしましたら、そろそろ

概要を決めておかなければいけない時期になっているだろうと思いますけれども、概ねこ

の内容で進めていくということでよろしいでしょうか。 

 当日の進行については、大体全体で１時間ぐらいを考えていらっしゃいますね。 

○新名保育課長 会全体は１時間ぐらいなのですけれども、その場所がしばらく同窓会み

たいな雰囲気になる可能性もあるので、その場所はしばらく使えるような形にさせていた

だきます。 

○岡委員長 では、会は閉じても、しばらくどうぞご自由にということは可能なわけです
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ね。 

○永倉委員 なかなかイメージがピンと来ないですね。しーんとしてしまうのか、活発な

話が交わされるのか、ちょっとイメージがつかなくて。 

○岡委員長 しばらくぶりに顔を見て、こういう問題が起こって、そこにたまたまおいで

になって、それを共有した人たちが何か現在あるいは将来に対しての不安を持っているか

ということについて、意見交換をするイメージなのだろうと思うのです。 

 アスベストの環境曝露については、2005年以来社会的には十分知られてきてはいても、

一般の方がそれほど深く知っていらっしゃるというわけでもないだろうと思いますので、

そういう方にまずはそれらの知識を多少なりともお伝えすることも必要だと思います。ま

た、おいでになる方がどんな不安とか質問をお持ちになるかを伺うことになると思います

ので、１つの目標というのはなかなか絞りにくいと思いますけれども、当事者の方たちが

集まれるチャンスが一番大事だろうと思いますので、余りこのためにと決めないで、今井

さんもおっしゃったように、そこで意見が出たりすれば、それを取り上げて次回につなげ

るということにするのでよろしいのかと思いますが、いかがでしょうか。 

 

（委員首肯） 

 

○岡委員長 そうしましたら、基本的にはこの方向ということで了承していただきました

ので、細かいことを詰めていきたいと思います。 

 アンケートは、先ほど概略は御説明いただきましたが、これでよろしいでしょうか。必

要なことは網羅されていると思います。特に御意見がなければ、これもこの方向で。もし

何か追加あるいは質問があれば、事務局にお問い合わせくださればと思います。 

 次に、資料３、今後の予定です。１番は読影部会ということですけれども、これは前回

のこの委員会でもお話がありましたように、何かの都合で撮られた写真というものがあっ

て、それについて意見を求めたいということがあれば、それを送っていただければ私ども

で拝見するということになる。ですから、今までとはちょっとやり方が変わってくるかと

思いますが、やることは同じです。 

 これは９月頃を考えておられるわけなのですけれども、日程はどうしましょうか。 

○新名保育課長 この場でやるつもりだったのですけれども、欠席の委員さんが多いので。 

○岡委員長 名取先生もおいでになりませんし。 

○新名保育課長 別途調整させていただきます。 

○岡委員長 では、調整するということにいたしましょう。この読影については、誰も御

要望がないということもあり得るわけですけれども、これはよろしゅうございますか。投

げかけてみてということですね。ありがとうございます。 

 では、２番目、先ほども申しましたが健康リスク相談・心理相談はほとんど水流先生に

全面的にお願いをしているわけですけれども、これを10月ごろにまたやらせていただくと
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いうこと。これは事務局と水流先生とで日程を調整していただくということで。前回まで、

何人かの方がお見えになっていらっしゃいますか。 

○水流委員 前回は御希望の方がいらっしゃらなくて。 

○岡委員長 これもあればするということですね。ありがとうございます。 

○今井委員 ８月のミーティングでこういうことをやっていますという説明をしていた

だくと、行こうかなと思う人も増えるのでは。ミーティングの後とか。 

○新名保育課長 次第の最後のところでやらせていただきます。 

○岡委員長 よろしくお願いします。３番目が、読影をした結果、専門委員会を開催して、

そこで読影の結果、相談の結果というものを御報告するということ。ここでミーティング

のことも場合によっては反省などもするということになるのだろうと思いますけれども、

これは10月の下旬ということですが、これはまた調整をしていただいて、御報告をいただ

くということにしたいと思います。それでよろしゅうございますか。 

 

（委員首肯） 

 

○岡委員長 そうしましたら、事務局に御用意いただいた内容は大体これで尽くしたと思

いますが、何か追加あるいは質問があれば承りたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○永倉委員 親子ミーティングが非常に気にかかっているのですけれども、今のお子さん

たちは結構活発に質問したりするのでしょうか。我々の頃は引っ込み思案で誰も手を挙げ

ずにしーんとしていたというイメージが強いのですけれども、その辺、変わっているのか

どうなのか。その変わりぐあいが、教師とか先生だったらある程度わかるのかと思うので

す。実は、２カ月くらい前だったのですけれども、インターナショナルスクールでアスベ

ストのお話をしてくれと言われて、全部英語対応だったものですから長松先生にお願いし

て、そこの学校に行ったら、そこは幼稚園生から高校生までいるのですけれども、高校生

と小学生にアスベストのレクチャーを二、三十分ずつ英語でやってもらったのですが、す

ごく熱心なのです。質問もどんどん出るし、ばんばん手を挙げるし、すごいな思ったので

すけれども、それが今の子供たちがみんなそうなのか、インターナショナルスクールだか

らそうなのか、ああいう雰囲気だったら今回のこういうことをやっても、色々な質問がぼ

んぼん出て、それに受け答えしてというイメージが湧くのです。 

 そのように今の子供たちの下地として、そういうものがあるのかどうかよくわからなく

て、そこの学校はそれとは別に全校生徒が体育館みたいなところに集まる集会があって、

そこで子供たちが自分たちで取材したものを前で発表するということがあって、その中で

アスベストも一つの議題として上がっていて、それは小学校５年生が取材して映像を作っ

てやって、それをやっているときに、それを聞いている子供たちの１人の携帯が鳴ってし

まって、先生が慌ててそれをとめようとして、そうしたら、ぱっとみんな立ち上がって急

に踊り出して、それはパフォーマンスだったのですけれども、そういうものがあると子供
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たちが引き込まれていくのです。 

 今回のこれで何ができるかわかりませんけれども、何かサプライズがあると、子供たち

の注意が引けるのかなと思って、先生たちみんなで踊るわけにもいかないだろうし、何か。

スクリーンもあるのだから、何かスクリーンの中で何かサプライズみたいなものが最初に

できると、子供たちが引きつけられるかと思っていたりしていたのです。 

 それはまた私の方でもいろいろ考えてみたいと思うのですけれども、それで皆さんに御

提案して、こんなことができるでしょうかという形でいろいろ考えてみた方が、意見が出

やすい場がつくれるかと思うのです。 

 なかなか先生たちがといっても、自分たちのおじいさんに当たるような人たちが来て、

いろいろお話をしてもなかなかフランクに聞いていただけるかどうかわからないところが

あるのです。 

○今井委員 同じ学年がどれぐらい集まれるかにもよるのかなと。逆に同じ学年の子がい

っぱい来ると、アスベスト以外のことで盛り上がってしまいそうな感じはしているのです

けれども、それはそれでいいですよねと区の方にも言っていただいたので、知っている子

がいないと本当に真剣にアスベストを聞こうと思った子に対応をしていただかないといけ

ないかなと思ったり。 

○永倉委員 いろいろな幅が出てしまうかもしれないですね。来てくれた子供たちとか親

御さんもそうだけれども、きちんと聞こうとして来る人とか、久しぶりだから行ってみよ

うという人とか、そのあたりをどのように整理するか。 

○今井委員 でも、わからないので、何をしてほしいかを集める会でもいいかなと。 

○岡委員長 ある程度はこちらで準備するとしても、やってみて、どんな御要望が来るか。 

それから、若い方もさまざまではないかなと思うのです。活発な方もありますし、引っ込

み思案な方もあるでしょうし、それはさまざまだと思います。むしろ今の若い方はたくさ

ん集まるよりは二、三人でのほうが意見が言えたりとか、場合によってはパソコンのほう

がよほどいいという方もあるかもしれませんけれども、しかし、これはこういう集まりと

して御理解をいただいて。 

○永倉委員 そのインターナショナルスクールの16、7歳の子供たちに話をしたときには、

話をして、化学の授業の一つのセクションとしてお話しさせていただいたのですけれども、

子供たちがパソコンをみんな持っていて、その場で興味があることを引き始めて、その話

を聞きながらそれを理解する。両方簡単にできてしまうのです。すごいなと思いました。 

 ただ、今回はそのようにならないと思いますけれども、スマートフォンを持ってくる子

がいて、その場で調べたりということもいろいろあるでしょうから、その辺の自由度をど

のように考えるかということも、その場でそれはやめなさいみたいな話もなかなかしにく

いでしょうから、どのようにルールをつくるか、ちょっと考える必要があるかなと思いま

すね。 

○岡委員長 基本的には自由でよろしいのではないかと思います。何か不安があったとき
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にどこへ連絡すればいいのかとか、そういうことも御要望があれば将来決めていくという

ことになるだろうと思いますし、やってみて実際に意見を聞いてみるということが大事だ

と思うのです。例えばお手紙を出してアンケートしてもいいではないかということですけ

れども、そういうものはなかなか本音が聞こえないこともありますので、しゃべりながら

御自分の考えがまとまっていくということもあるでしょうから、とにかく一度やってみる

ことに意義があるのではないかと思います。いずれにしても、こういうことを企画して支

援してくださることに大変感謝したいと思います。文京区の関係の方々の御努力に大変感

謝したいと思っております。 

 どなたかほかに何かございますでしょうか。 

 特になければ、本日の会議は以上で終了したいと思います。どうもありがとうございま

した。 

 


